
令和３年度事業計画 

１．事業方針 

 

環境パートナーシップいわては平成１４年９月２８日(リオサミット１０年後)に設立されました。当法人のミッショ

ンは持続可能な社会の実現であり、考え方はリオサミットが出発点となっています。現状の持続不可能な地域社

会を持続可能な地域社会に“変える”ということにあります。 

 ２０１５年に国連で採択された SDGｓ(我々の世界を変革する：持続可能な開発のための２０３０アジェンダの持

続可能な開発目標)でより具体化され、同年パリ協定で採択された脱炭素社会への移行を重ねた達成こそがＮ

ＰＯとしての使命であるといえます。２０５０年脱炭素ゼロを受けて「脱炭素とＳＤＧｓの達成を岩手から」を今後の

スローガンとして掲げ取り組みます。 

 自治体・金融機関・企業・地域団体・専門家・学校など新たなパートナーとの関係を構築しながら協働を推し進

めて行きます。 

 

１． アイーナのＳＤＧｓ普及拠点化の推進 

   アイーナ入居施設はＳＤGｓを先導する多様な組織です。これらの組織と連携してＳＤＧｓの拠点とすること 

を提案し、アイーナ全体の取り組みを促進してゆきます。 

２． 環境学習交流センター運営と地球温暖化防止活動推進センター業務の着実な遂行 

令和２年度に取り組んだオンライン会議による研修の実施などの実績をベースに、更に多くの県民への

情報発信の強化や発信する情報コンテンツの拡充を進めて環境保全や地球温暖化防止活動の活性化

に勤めます。 

３． 地域循環共生圏の実現に向けた行動 

ESG地域金融、地域新電力などのフォーラムやセミナー開催に取り組みます。 

４． 政策提言への取り組み 

自然エネルギーへの促進を図る「緑の復興」をより具体的な政策提言に結び付けて行きます。 

（１） 地域新電力の設立支援 

（２） バイオマス熱エネルギー利用促進(地域内エコシステム協議会への参画と協力) 

（３） 「いわて SDGｓカフェ」の各地域への展開(地域資源と課題解決の創造力拡大) 

（４） 芸術文化活動との交流促進 

５． 設立２０周年に向けた準備(中長期事業計画の策定などの準備に取り組み) 

令和４年度は当法人設立２０周年を迎えるにあたり、ＮＰＯ法人としての活動を総括し、今後の方向性検

討や組織体制の拡充と見直し、中長期にわたる活動計画策定の準備に取り組みます。 

６． 安全管理研修を役職員全員対象に実施し、安全管理委員会の活動を開始します。 

７．定款を今の時代にあった内容に吟味し、新たな時代の担い手を育て、スタッフがそれぞれの得手とする柔

軟な体制を目指します。 

８．特定非営利活動促進法第 51 条第 2 項の認定更新未実施 

認定法人としての有効期間満了日は本年 8 月 28 日ですが、有効期間の更新を前提として、事業活動の状

況や、認定基準との適合性等について改めて確認、検討した結果、本件認定のメリットと実施してきた事業活

動との親和性が低いこと、認定基準のポイントとなる PST 基準を満たしていないことなどを勘案して有効期間

の更新を行わないことといたします。 

 

 



２．活動説明 

  ２．１ 情報発信と会員数確保の取り組み 

項番 活 動 令和３年度計画 備 考 

1 情報発信 環境関連活動認知度 UPと地

域活動、連携促進を目的に随

時実施 

ホームページ URL 

http://www.iwate-eco.jp/ 

２ 会員数 会員数増員を目指す。 

ﾆｭｰｽﾞﾚﾀｰ発行､ﾁﾗｼ配布等で

PR。県北､沿岸の巡回と企業

へのｱﾋﾟｰﾙを実施。 

 

 

  ２．２ 非営利事業 

項番 
事業 

区分 
事業名 令和３年度計画 備 考 

1 自主 アイーナ夜学 12 回実施。 

・持続可能な地域社会実現の

協議、提言の実施。 

・環境教育学会等関連学会で

実績発表 

・SDGs の地域展開 

ｵﾝﾗｲﾝ開催などの工夫を行

う。 

毎月第 3 金曜日 

19:00～21:00 

着物リメイクファッション

ショー 

大船渡市、陸前高田市、大槌

町、山田町等で着物リメイク

の指導､アイーナ復興バザー

等で製作した洋服を用いたフ

ァッションショーを予定。 

ｵﾝﾗｲﾝ開催などの工夫を視

野に検討。 

エコアート   48 回実施。 

ｴｺｱｰﾄ作品展実施｡ 

昨年度ｴｺｱｰﾄ作品展ｺﾛﾅで中

止。 

アース王子の環境教育 子どもエコサイクル「資源ごみ

で町を元気に！」 

 

SDGｓカフェ 12 回実施 

会場参加・オンラインで実施

予定。参加者同士の交流をさ

らに活性化させ、環境パート

ナーシップいわての事業との

連携も図る。 

毎月第 3水曜日 18:00～20:00 

※自主事業は、会員の皆さまから寄せられる会費、ならびに環境パートナーシップいわてを応援して下さる皆さ

まからのご寄付により運営されます。 

 

 

 

http://www.iwate-eco.jp/


項番 
事業 

区分 
事業名 令和３年度計画 備 考 

2 地球温暖化防止活動促進 R03.6.3-R04.2.28 

従来行ってきた指定自治体と

連携した家庭向けの啓発活

動に加えて、脱炭素ドミノとし

て地域での事業の連鎖に誘

導する事業者(金融機関・自

治体・企業)向けの実務的な

情報提供と、ゼロカーボン宣

言した市町村でのフラットな

拠点づくりを進める。 

 

エネルギー起源 CO2 排出削

減量:   2,658 (t-CO2) 

・夏冬の持続可能な暮らしづくり

(SDGs、温暖化対策)事業 

・地域循環共生圏の実現に向けた

交流拠点「SDGs カフェ」運営サポー

ト事業 

・脱炭素ドミノを進めるための、環境

意識×持続可能な社会づ く り

(SDGs、温暖化対策)×地 域循環共

生圏の実現事業 地域循環共生圏

ESG金融フォーラム等 

3 SHIFT事業 R03.4.27-R04.1.28 

工場・事業場における脱炭素

化促進計画の策定支援を行う

（その計画を元に脱炭素化促

進計画に基づく設備更新を補

助する） 

 

支援者数目標12社 

専門家 3名 

 

4 省エネルギー相談地域プラットフ

ォーム構築 

地域において中小企業等によ

る省エネルギーの取組に対し

てきめ細かな支援を行うことを

目的とする。 

R3年度事業、計画支援者数目

標 10 社 

専門家は 8 名（エネルギー６

名、経営の専門家２名） 

地域において中小企業等による省

エネルギーの取組に対してきめ細

かな支援を行うことを目的とし、東北

地方を活動範囲とする優れた県外

の専門家２名を加えて、より高度な

支援活動を目指す。 

。 

5 次世代を育成する大槌湾海岸防

災林植樹 

海岸林再生実行委員会開催 

釜石東中学校との連携授業、

根浜海岸での全校生徒によ

る活動 3 回 

 

 

 

 

 



 ２．３ 営利事業 

 

項番 事業名 指 標 令和３年度計画 備考 

1 環
境
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営 

年間利用者 42，000 名以上  

2 情報発信・情報収集 1.情報収集：随時 

2.環境学習応援隊取材と助

言：3 件以上 

3.環境情報板発信：随時 

4.環境企画展 6 件以上 

 

3 環境学習支援 1.環境学習講座：8 回以上(ペ

ッパー君活用 1 回程度 

2.環境基本計画を知ろうｲﾍﾞﾝ

ﾄ実施 

3. 図書･視聴覚資料貸出：随

時 

4.出張環境学習：4 地域 22 回

以上(内自主開催 6 回(3 回×

2 地域) 

4.こどもエコクラブ 

 (１)交流会：1 回 

 (2)ｻﾎﾟｰﾀｰｽﾞﾐｰﾃｨﾝｸﾞ：1 回 

 (3)ニューズレター：2 回 

 (4)全国こどもエコクラブ事務

局との調整：随時 

5.訪問学習：随時 

 

4 展示、イベントの工夫 随時  

5 環境保全活動支援 環境アドバイザー研修：2 回

(内 1 回目 4/16 実施) 

2. 環境アドバイザー派遣：

220 件(内水生生物調査 120

回程度) 

 

 

6 流域活動支援 1.4 回以上(盛岡､釜石､けせ

ん､宮古他予定) 

 



7 いわて県民情報交流セ

ンター（アイーナ）内の

他のセンターとの調整 

随時  

8 環境学習広報車の管

理運営 

常時 

 12 月初旬タイヤ交換予定 

 

9 運営協議会の開催 2 回以上 

1.4/24 第 1 回運営協議会開

催(事業計画説明と評価) 

 

10 定例会議開催 1 回/月 

 4/12,5/10,6/7計 3回実施。

継続実施中。 

 

11 情報ＰＦ整備 12 月までに展示および環境

学習活動を推進する情報基

盤を構築する。 

 

12 ＳＤＧｓへの取り組み アイーナ入居施設と連携した

ＳＤＧｓｲﾍﾞﾝﾄ 1 回以上の実

施。 

 

13 地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
業
務
委
託 

いわてわんこ節電所普

及啓発事業 

1. 家庭のエコチェック参加者 

年間 13,000人以上 

2.地球温暖化情報の配信 80

回/年以上 

（地球温暖化情報 ２回/月以

上） 

3.参加者プレゼントキャンペー

ン 

 4 回（春・夏・秋・冬） 

4.普及啓発ツールの製作 

 啓発パネル（再生可能エネ

ルギー） 

 啓発用ツールの制作 

5.いわてわんこ節電所の改修 

 再生可能エネルギー関連ペ

ージ制作 

 

 



14 家庭の省エネ・節電応

援事業 

1.省エネ・節電キャンペーンの

実施 

 応募者数：合計 600 件 

 夏エコキャンペーン（7/1～

9/30） 

 冬エコキャンペーン（11/15

～2/15） 

2.地球温暖化を防ごう隊 

 隊員ノート 3,000 部制作 

 地球温暖化を防ごう隊ホー

ムページで 

情報発信 随時 

3.家庭向け省エネ診断の事

例紹介 2 回/年以上 

 

15 地球温暖化防止活動

推進員活動支援事業 

1.推進員による地球温暖化防

止活動の支援  

(1)派遣 80回以上/年 

（うちセンター指名 12 回） 

（2）地域支援･連携 10 回以

上/年 

2.推進員に対する情報提供及

び活動状況の情報発信(メー

リングリスト、活動状況発信、

HP活用等) 

3.研修会・意見交換会の開催 

 

16 地球温暖化対策地域

協議会活動支援事業 

1.地域での普及啓発活動の

実施：1 回以上/年 

2.活動発表・意見交換会の開

催：1 回以上/年 

3.地域協議会に対する活動支

援 

 

17 森のゼ

ミナー

ル 

森林を活用した環境学

習 

1.5/24契約締結 

2.環境学習会 24 回以上 

3.研修会 2 回以上 

 

 

 



２．４ 管理運営 

    環境パートナーシップいわてが行う事業の充実を図り、活動を活発化させ全県規模の環境団体として信

頼性を高め、提案型事業を増やし団体の自立に向けて展開を進めます。この推進を図るため以下の諸会

議を実施します。 

項番 会合名 開催日・場所 人数 内容 

1 第 18 回通常総会 令和 3 年 6月 26 日 

ｱｲｰﾅ 8F研修室 810 

出席対象者 80 名 第１号議案 令和２年度事業報告 

第２号議案 令和２年度活動決算報

告 

第３号議案 令和３年度事業計画 

第４号議案 令和３年度活動予算 

第５号議案 監事体制の補充 

2 理事会 厨川事務所＆ｵﾝﾗｲﾝ 出席対象者 13 名 事業活動、運営方針協議のため年 3

回程度の開催を予定 

 

 

 


